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愛南トピックス

今月の谷口町長は・・

あいなん歳時記

一本松夏まつり

愛南町夏まつり

西海海中公園まつり

あいなん歳時記

愛媛マンダリン
パイレーツ、真夏の愛南
2連戦 !

「こんな町がいいなぁ」
「愛・なん」でも語ろう会

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

目次
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24～

28

8/7
日本舞踊紫派藤間若

紫乃会 (前田アイ子

会長 )の加茂幾
い く こ

久子

さんから、福祉チャ

リティー「ゆかた会」

の収益金52,829円を

教育委員会に寄附し

ていただきました。

寄附金は町内小学校

の図書を充実させる

ために使わせていた

だきます。ありがと

うございました。

表紙の写真コメント

御荘と城辺の夏まつ

りを統合して行われた「愛

南町夏まつり」で御荘サン

バを踊る平城小学校の皆さ

んです。

8/2

21

22～

8/6

26～

13～

8～

8/9
須の川海岸の沖を
シーカヤックで楽し
むワンデイ・ツアー
が行われ、夫婦や親
子連れなど4日間で
29名が、海抜0mか
ら見る絶景を満喫し
ました。(ショート
ツアーは、7月26、
27日、ロングツアー
は8月9、10日に開
催。)

平成 20 年度「第 4回中学生海外研修事業」（8/19 ～ 28、オーストラリア、
ブリスベン近郊）の出発式の様子です。（20 名が参加）

8/19

正木地区の御在所
に暮らす 99 歳の山

本八
や ち よ

千代さんと福浦

中 2年の濱田圭
けいすけ

祐く
ん。( 職場体験で役
場の各業務を体験 )
畑の草取りや散歩を
楽しむ八千代さん。
長生きの秘訣は「野
菜が大好き。そして、
疲れたら無理をせず
に眠ること」だそう
です。

6

5

7

愛南
トピッ

クス
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　7月は、愛媛県四国縦
貫横断自動車道建設促進
協議会・一般国道56号一
本松宇和島間整備促進協
議会として国土交通省四
国地方整備局に要望活動
(18 日、高松市 )、国保連
合会臨時総会 (25 日、松
山市 )、愛媛県消防操法大
会 (27日、松山市 )、「愛・
なん」でも語ろう会 (30
日 )などに出席しました。
　8月は、後期高齢者医
療広域連合議会臨時会 (1
日、松山市 )、四国西南
地区少年剣道大会 (3日 )、
大洲河川国道事務所に道
路要望 (4 日、大洲市 )、
愛媛県地方税滞納整理機
構及愛媛県市町総合事務
組合議会 (7 日、松山市 )
などに出席しました。
　本町は、第一次産業の
活性化をめざし「愛なん
ブランド」の推進等、様々
な取組を行っていますが、
この度、松山市にある瀬
戸内仏蘭西料理レストラ
ン「門田」で、8 月 1 日
から 9月 30 日までの間、
開店15周年記念スペシャ
ル「愛南かつおフェア」
を開催していただくこと
になりました。期間中
は、カツオやヒオウギ貝、
愛南ゴールド等を使った
コース料理が出されてい
ます。素材にこだわる料
理人が認めてくれたこと、
とてもうれしく思ってい
ます。今後とも、生産者
の皆さんには、安全で安
心できる食材を提供して
いただくとともに、行政
としても、多くの方に「愛
なんブランド」の名を浸
透させていきたいと思っ
ています。

今月の谷口町長は・・

愛南のしずくコンペの審査員として町を訪れた愛媛大学の学生 ( 農学部と教育学部合

わせて32名)が、平碆地区の加幡仁
じんいち

一さんの作業場で、真珠の挿核作業に挑戦しました。

8/1

東海小学校体育館で、岩水地区周辺の危険箇所を地図に記入する小学生
と地区住民です。（東海小での避難所体験の様子です）

8/8

7/26

楽しく科学の不思議を解説してくれた、わくわく科学実験ショーの様子

です。

「愛南町夏まつり」絶叫大会の様子です。（写真右が、見事優勝した立花

莉
り お

央さん）

8/2

今号
の

注目記
事
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あ
い
な
ん
歳
時
記

　

本
町
で
一
番
早
い
夏
ま
つ
り
と
な
る
「
一
本
松
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

餅
ま
き
や
一
本
松
地
域
の
各
団
体
の
露
店
が
出
さ
れ
、
か
わ
い
い
浴
衣
姿
の

子
供
た
ち
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
花
火
大
会
も
行
わ
れ
、

山
里
に
響
く
爆
音
と
色
鮮
や
か
な
光
り
に
、
多
く
の
見
物
客
が
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
一
本
松
夏
ま
つ
り

7/
　21

3 日の打上げ花火
（御荘湾片の浜） 一本松中学校グラウンドからの打ち上げ花火

2日の仕掛け花火
（平城大橋付近）
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今
年
の
夏
ま
つ
り
は
、
愛
南
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
結

果
、
御
荘
と
城
辺
の
夏
ま
つ
り
を
統
合
し
て
「
愛
南
町
夏
ま
つ
り
」
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
2
日
に
は
、
城
辺
商
店
街
で
、
城
辺
小
学
校
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏
に
始
ま
り
、
多
く
の
団
体
が
参
加
し
て
、
御
荘
サ
ン

バ
や
樽
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
、
城
辺
音
頭
が
踊
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会

城
辺
支
所
前
広
場
で
は
、
夏
井
い
つ
き
さ
ん
に
よ
る
句
会
ラ
イ
ブ
、
城
辺
大

橋
付
近
僧
都
川
河
川
敷
の
特
設
会
場
で
は
、
ち
び
っ
こ
日
焼
け
コ
ン
テ
ス

ト
、
絶
叫
大
会
、
コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
、
「
吉
之
助
」「
Y
u
r
i
c
a
」

ラ
イ
ブ
、
太
鼓
「
雅
」
な
ど
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

南
宇
和
高
校
書
道
部
が
書
い
た
俳
句
行
灯
（
投
句
総
数
8
1
2
句
。
う
ち
、

3
0
2
句
が
入
選
）
が
通
り
に
飾
ら
れ
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
3
日
に
は
、
南
レ
ク
御
荘
公
園
多
目
的
広
場
ス
テ
ー
ジ
で
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
山
口
ひ
ろ
み
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
空
を
華
や
か
に
彩
る
花
火
大
会
は
、
2
日
に
仕
掛
花
火
（
平
城

大
橋
付
近
）
、
3
日
に
打
上
げ
花
火
（
御
荘
湾
片
の
浜
付
近
）
が
あ
り
、
多

く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

愛
南
町
夏
ま
つ
り

8/
　2・3

御荘サンバ

城辺音頭

樽みこしパレード

太鼓「雅」

熱唱した
「Yurica」さん



広報　　　　　　　　平成20年9月号 6

　

西
海
町
民
会
館
駐
車
場
で
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
「
西
海
海
中
公
園
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
餅
ち
ま
き
や
地
元
福
浦
小
学
校
の
「
風
の
子
太
鼓
」
、
一

本
松
地
域
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
、
鬼
城
太
鼓
、
ガ
イ

ヤ
踊
り
な
ど
、
出
演
団
体
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
で
も
珍
し
い
1
尺
5
寸
玉
を
含
む
約
2
,
0
0
0
発
の
花
火

が
上
が
る
「
海
上
花
火
大
会
」
の
頃
に
は
、
雨
も
す
っ
か
り
上
が
り
、
海
に

映
る
色
鮮
や
か
な
光
り
模
様
に
、
あ
ち
こ
ち
で
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

西
海
海
中
公
園
ま
つ
り

8/
　16

風の子太鼓雨中でのもちまき

船越湾での海上花火大会
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あ
い
な
ん
歳
時
記

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
、
真
夏
の
愛
南
2
連
戦
!

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
で
2
日

間
、
四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
2
0
0
8
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
杯
公
式

戦
「
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ

対
福
岡
レ
ッ
ド
ワ
ー
ブ
ラ
ー
ズ
」
が

行
わ
れ
、
計
8
9
0
名
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。
炎
天
下
の
中
、
ひ
た
む
き

に
プ
レ
ー
す
る
選
手
の
姿
に
、
詰
め

掛
け
た
フ
ァ
ン
か
ら
熱
い
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
始
球

式
、
国
歌
斉
唱
な
ど
、
福
浦
小
学
校

の
「
風
の
子
太
鼓
」
や
南
宇
和
高
校

吹
奏
楽
部
、
南
宇
和
軟
式
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
、
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
の
公
式
戦
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
試
合
の
結
果
は
、
16
日
が
引
き

分
け
、
17
日
が
7
対
2
の
勝
利
と
、

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
真

夏
の
愛
南
2
連
戦
を
1
勝
1
分
で
乗

り
切
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
地
元

愛
媛
の
プ
ロ
球
団
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ

ン
パ
イ
レ
ー
ツ
に
、
熱
い
声
援
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

8/
　16・17
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（
町
長
）
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、

4
回
目
と
な
る
『
「
愛
・
な
ん
」
で

も
語
ろ
う
会
』
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
は
「
可
能
な
限
り
多
く
の
ご

意
見
を
伺
い
、
皆
様
の
行
政
に
対
す

る
要
望
や
期
待
を
理
解
し
た
上
で
、

町
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

行
政
の
取
組
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ

し
、
透
明
性
や
公
平
性
の
あ
る
行
政

組
織
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」
そ
ん

な
思
い
で
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

広
報
紙
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
私
は
、
本
町
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
保
全
す
る
と
同
時
に
、
第

一
次
産
業
を
活
性
化
す
る
方
法
が
、

愛
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
い

て
い
ま
す
。
現
在
、
取
り
組
ん
で
い

る
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の
推
進
に

つ
い
て
も
、
ま
だ
、
道
半
ば
で
は
あ

り
ま
す
が
、
水
産
業
の
活
性
化
を
め

ざ
す
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
粘
り
強
く
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
に
つ

い
て
、
柑
橘
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
猪

野
さ
ん
、
何
か
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

（
猪
野
）
河
内
晩
柑
は
、
全
国
的
に

も
優
位
性
の
あ
る
商
品
で
す
が
、
各

組
合
の
存
在
、
み
か
ん
の
売
り
方

等
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
状
況
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
急
に
、
河
内
晩
柑

の
名
称
を
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」
に
し

よ
う
と
い
わ
れ
て
も
、
今
ま
で
の
取

組
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う

な
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
長
さ

ん
の
意
見
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
。

（
町
長
）
河
内
晩
柑
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
美
生
柑
や
宇
和
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
商
品
名
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

販
売
促
進
の
面
か
ら
も
、
消
費
者

「
こ
ん
な
町
が
い
い
な
ぁ
」

　

「
愛
・
な
ん
」
で
も
語
ろ
う
会

　

愛
南
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と
い
う
地

方
自
治
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
事
務

事
業
の
見
直
し
等
、
望
ま
し
い
行
政

組
織
・
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
「
め
ざ

す
べ
き
愛
南
町
の
姿
」
に
つ
い
て
、

地
区
別
懇
談
会
等
、
多
様
な
機
会
を

通
じ
て
、
幅
広
い
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
う
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
「
愛
・

な
ん
」
で
も
語
ろ
う
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
次
代
を
担
う

若
い
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
行

政
組
織
や
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い

て
、
自
由
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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に
分
か
り
や
す
く
、
統
一
感
の
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
名
の
方
が
い
い
の
で
は
と

い
う
こ
と
で
、
農
業
関
係
の
各
組
合

等
と
町
で
協
議
を
し
、
公
募
に
よ
り

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」
と
い
う
名
称
に

決
ま
り
ま
し
た
。
決
し
て
、
町
が
強

制
的
に
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
柑
橘
類
を
含
め
、
今
ま
で

努
力
さ
れ
た
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
持

た
れ
る
生
産
者
等
に
、
強
制
的
に

「
商
品
名
は
、
こ
う
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
は
、
行
政
に
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

者
で
協
議
を
い
た
だ
き
、
他
の
商
品

も
消
費
者
か
ら
見
て
統
一
感
の
あ
る

名
称
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
商
品
を
総
じ
て
「
愛
な
ん

ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
町
の
イ
メ
ー
ジ

が
確
立
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
海
の
方
で
仕
事

さ
れ
て
い
る
武
久
さ
ん
は
、
今
の
こ

と
に
関
連
し
て
、
何
か
ご
意
見
は
あ

り
ま
す
か
。

（
武
久
）
ま
だ
、
宇
和
海
に
入
社
し

て
間
も
な
い
の
で
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
養
殖
分
野
の
よ
う
に
、
他
の

分
野
も
伸
び
て
い
っ
た
ら
い
い
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。

（
武
久
）
養
殖
が
伸
び
て
い
っ
た
よ

う
に
、
加
工
品
も
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
積
極
的
に
販
売
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
私
も
、
そ
う
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
町
の
魚
は
鮮
度
も
い

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
も
十
分
に
い

い
訳
で
す
が
、
手
を
加
え
、
加
工
す

る
こ
と
で
日
持
ち
も
良
く
な
る
で

し
ょ
う
し
、
新
た
な
雇
用
も
生
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
東
京
や
松
山
で
の
産
直

市
等
で
、
柑
橘
と
魚
、
特
に
マ
ダ

イ
、
カ
ツ
オ
、
小
魚
な
ど
、
と
て

も
い
い
素
材
だ
と
い
う
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す

が
、
専
門
家
に
愛
南
町
の
特
産
品
が

認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
、
愛
南
町
に
来

て
、
旬
な
食
材
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
光
客

の
招
致
等
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
水
産
関
係
に
携
わ
っ
て

い
る
伊
藤
さ
ん
、
何
か
ご
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

（
伊
藤
）
私
が
愛
南
町
に
来
て
感
じ

た
こ
と
は
、
料
理
が
美
味
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
は
「
ブ
ラ
ン
ド
」

を
創
る
と
い
う
時
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
す
ぐ
に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
言
葉
で
愛
南
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
私
も
「
一
度
、
来
て
い
た

だ
い
た
方
に
、
ま
た
訪
れ
て
も
ら

う
」
こ
と
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す

上
で
、
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
み
し
ょ
う
M
I
C
に
勤
め
ら
れ

て
い
る
大
西
さ
ん
、
何
か
ご
意
見
あ

り
ま
す
か
。

（
大
西
）
バ
ス
ツ
ア
ー
で
来
ら
れ
る

お
客
さ
ん
に
は
「
二
度
と
会
え
な

い
」
と
い
う
つ
も
り
で
、
商
品
の
説

明
な
ど
、
聞
か
れ
た
こ
と
に
正
し
く

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
ま

す
。
一
度
の
接
客
で
、
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
悪
く
し
な
い
よ
う
、
心
掛
け
て

い
ま
す
。

（
町
長
）
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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住
ん
で
い
ま
す
が
、
幼
少
の
頃
に
比

べ
る
と
、
海
の
中
の
ゴ
ミ
が
目
に
付

き
、
汚
く
な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
子
供
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
も
一
緒
に
清
掃
活
動
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
さ
ん

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
美
し
い
海
を

取
り
戻
す
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
岡
原
さ
ん
は
、
何
か
ご
意
見
あ

り
ま
せ
ん
か
。

（
岡
原
）
私
は
休
日
に
、
子
供
を
連

れ
て
公
園
に
遊
び
に
行
き
ま
す
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
の
ゴ
ミ

袋
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
よ

く
見
ま
す
。
環
境
問
題
は
、
私
た
ち

の
生
活
か
ら
で
る
ゴ
ミ
を
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
部
分
、

改
善
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
町
を
愛
す
る
心
を

持
ち
、
ゴ
ミ
の
分
別
等
に
気
を
付
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
同
感
で
す
。
岡
原
さ
ん
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
「
地
域
の
自
然
環
境
を
汚
さ
な

い
」
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
、
今
年
か
ら
希
望
す
る

ご
家
庭
に
は
「
え
ひ
め
A
ー

2
」
を

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
な
た
か
、
使
わ
れ
た
方
は
い
ま

す
か
。

（
山
下
）
は
い
。
私
は
、
す
ご
く
気

に
入
っ
て
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

前
、
上
大
道
地
区
で
「
え
ひ
め
A
ー

2
」
の
作
り
方
の
講
習
会
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
使
い
方
が
で
き
る
の
を

知
っ
て
、
台
所
や
ト
イ
レ
掃
除
の
消

臭
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
そ
う
で
す
か
。
特
に
、
臭

い
を
消
す
と
い
う
面
で
は
効
果
が
あ

る
よ
う
で
す
。
多
く
の
方
に
積
極
的

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
若
い
女
性
の
方
も
い
ま
す

の
で
、
子
育
て
の
こ
と
に
話
題
を
移

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
田
さ
ん
、

何
か
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
安
田
）
私
は
、
は
ま
ゆ
う
保
育
所

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
観
光
を
考
え
る
上
で
、
自

然
環
境
を
ど
う
保
全
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
環
境
衛
生
課
を
主

に
、
環
境
浄
化
等
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
何

か
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
山
口
）
私
は
、
4
月
に
愛
南
町
に

来
た
ば
か
り
で
す
が
、
海
も
山
も
と

て
も
き
れ
い
な
状
態
で
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以

上
、
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
は
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
で
環
境
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
自
然
環

境
の
維
持
に
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
な

あ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
と
て
も
心
強
く
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
倉
田
さ
ん
、
子
供

た
ち
へ
の
環
境
教
育
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

（
倉
田
）
私
の
勤
め
る
一
本
松
小
学

校
は
、
児
童
が
自
ら
学
ぶ
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
学
力
向
上
実

践
研
究
推
進
事
業
」
の
指
定
校
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
園

や
通
学
路
等
を
月
1
回
、
全
児
童
が

清
掃
す
る
な
ど
、
町
の
自
然
や
暮
ら

し
に
つ
い
て
子
供
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
久
良
に

ち
ょ
っ
と
、
視
点
を
変
え
て
、
現
在
、

新
た
に
起
業
を
め
ざ
す
方
を
支
援
す
る

制
度
「
起
業
化
支
援
助
成
金
交
付
事

業
」
を
創
設
し
て
い
ま
す
が
、
菊
地
さ

ん
は
、
何
か
ご
意
見
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
菊
地
）
行
政
の
支
援
は
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
業
者
も
、
加

工
品
の
価
値
を
高
め
る
等
、
も
っ
と
努

力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
漁
獲
量
の
減
少
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
学
校
給
食
で
利
用
し
て
も

ら
う
と
か
、
新
た
な
販
路
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
行
政
と
し
て
、
で
き
る
こ
と

は
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
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に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
仕
事
を
し
て
い

な
い
の
で
保
育
所
に
入
れ
な
い
と
い
う

声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

求
職
中
の
方
な
ど
、
安
心
し
て
子
供
を

入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
求
職
中
と
い
う
こ
と
が
証
明

で
き
れ
ば
、
入
所
は
で
き
ま
す
の
で
、

保
健
福
祉
課
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
安
田
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
て
も
、
入
所
で
き
ま
す

か
。

（
澤
近
城
辺
保
育
所
長
）
そ
の
方
の
家

庭
状
況
等
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
保
健

福
祉
課
で
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
島
津
）
人
に
よ
っ
て
は
、
働
い
て
い

な
い
の
で
相
談
し
て
も
だ
め
だ
ろ
う

と
、
一
人
で
悩
ん
で
し
ま
う
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
保
育
所
の
入
所
等
、
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
、
も
っ
と
住
民
に

周
知
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
澤
近
城
辺
保
育
所
長
）
町
で
は
、
保

育
所
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
等

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
に
保

健
福
祉
課
に
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
知
ら
せ
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
副
町
長
）
現
在
、
町
で
は
、
1
ヵ
月

に
1
回
く
ら
い
で
す
が
、
子
育
て
相
談

を
し
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
保
育
所

に
入
所
し
て
い
な
い
方
も
来
ら
れ
ま
す

の
で
、
そ
ん
な
機
会
に
情
報
交
換
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
児
童
福
祉
や
母
子
等
の
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
保
健
師
も
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
皆
さ
ん
か
ら
も
、
利

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
特
に
、
若
い
お
母

さ
ん
方
の
ご
意
見
を
で
き
る
だ
け
お

聞
き
し
、
町
政
に
反
映
し
て
い
こ
う

と
い
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
野
平
）
私
も
、
隣
近
所
に
預
け
る

と
い
う
こ
と
が
難
し
い
方
が
多
い
と

思
う
の
で
、
一
時
保
育
的
な
支
援
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
宮
本
）
子
供
を
育
て
に
く
い
町
か

ら
は
、
町
外
へ
出
て
行
く
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
四
万
十
市
か
ら
愛
南
町

に
来
て
い
る
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
町
で
子
育
て
を

す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
子

育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
町
長
）
子
育
て
支
援
に
関
連
し

て
、
三
好
さ
ん
は
、
公
民
館
活
動
で

小
中
学
校
の
子
供
た
ち
と
、
関
わ
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か

ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
三
好
）
今
ま
で
の
話
し
を
聞
い
て

い
る
と
、
少
し
疑
問
に
感
じ
て
い
ま

す
。
私
は
、
し
つ
け
の
面
か
ら
も
、

せ
め
て
3
歳
ま
で
は
親
が
責
任
を

持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
も
、
町
外
か
ら

柏
に
来
ま
し
た
が
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

も
分
か
り
ま
す
が
、
最
大
限
、
自
分

が
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
わ
が
ま
ま
ば
か
り
を

要
求
し
て
は
い
な
い
か
と
い
う
こ
と

も
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
助
努
力
な
し
に
、
無
い
も
の

を
求
め
る
ば
か
り
で
は
、
自
治
会
活

動
等
、
町
民
の
融
和
と
い
う
か
一
体

感
は
生
れ
て
き
ま
せ
ん
。
広
報
紙
で

も
、
地
域
で
子
供
を
育
て
よ
う
と
い

う
こ
と
が
よ
く
書
か
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
一
度
、
私
た
ち
若
い
親
が
、
子

供
の
し
つ
け
に
つ
い
て
、
他
人
任
せ

に
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

（
町
長
）
昔
は
、
三
好
さ
ん
の
よ
う

な
考
え
方
が
正
論
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
感
情
的
に
は
、
私
も
同
感
で

す
。
家
族
構
成
等
、
昔
と
は
随
分
、

変
わ
っ
て
き
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す

の
で
、
や
は
り
、
子
育
て
支
援
は
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
も
う
時
間
に
な
っ
た
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よ
う
で
す
の
で
、
最
後
に
、
町
の
財
政

状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
方
か
ら
は
、
住
民
参
画
手
続

実
施
要
綱
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
町
の
重
要
な

施
策
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
計

画
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集
す
る
。
そ

の
集
ま
っ
た
意
見
を
施
策
に
反
映
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
後
、
重
要
な

施
策
に
つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
紙
を
活
用
し
て
、
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

収
入
役
か
ら
ご
説
明
し
ま
す
。

（
収
入
役
）
夕
張
市
で
の
財
政
破
綻
以

後
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
を
懸
念

さ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

愛
南
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
合
併
後
の
3
年
間
で
無
駄

な
経
費
を
削
減
し
、
緊
急
性
の
な
い

事
業
は
先
送
り
を
す
る
な
ど
の
集
中

と
選
択
に
徹
し
た
行
政
運
営
に
努
め

た
結
果
、
平
成
19
年
度
の
実
質
収
支

も
約
4
億
6
千
万
円
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
預
金
を
崩
さ

ず
に
、
借
金
を
返
済
し
て
い
ま
す
の

で
、
財
政
的
に
は
健
全
な
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
安
心
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
本
日
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
美
し
い
生
活
環
境
づ
く
り

や
子
育
て
支
援
等
の
充
実
に
向
け
、

で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

写真前列左から、大西優
ゆ り

里さん(御荘)、宮本積
つ み か

夏さん(城辺)、倉田歩
あ ゆ み

さん (城辺)、谷口町長、

和田博
ひ ろ え

江さん ( 西海 )、山下文
あ や こ

子さん ( 一本松 )、安田真
ま き

紀さん ( 城辺 )

中央左から、鎌田夏
な つ き

希さん ( 城辺 )、島津由
ゆ き こ

紀子さん ( 一本松 )、山口園
そ の こ

子さん ( 城辺 )

後列左から、三好眞
し ん い ち

一さん (内海 )、野平真
し ん い ち ろ う

一郎さん（御荘）、武久実
じ つ

雄
お

さん (御荘 )、猪野

幹
もと き

さん (城辺 )、樫田美
み え

恵さん (内海 )、菊地秀
し ゅ う た

太さん (城辺 )、伊藤克
か つ と し

敏さん (西海 )、岡原

功
こ う じ

兒さん (一本松 )
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年　

第
２
回  

町
議
会
臨
時
会

企
画
財
政
課
か
ら

町
民
検
討
委
員
会
で

「
本
庁
舎
の
建
設
・
改
築
・
補
強
」

を
視
野
に
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た

保健福祉課から

10月１日から「一時保育」を始めます

　

本
庁
議
場
で
第
２
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
始
め
に
谷
口
町
長
が
「
８

月
２
日
に
発
足
し
た
福
田
改
造
内
閣
で

は
、
生
活
改
善
を
実
感
で
き
る
政
策
の

実
現
、
行
政
の
無
駄
の
排
除
、
道
路
特

定
財
源
の
生
活
者
財
源
へ
の
転
換
、
公

 8/
    6

務
員
制
度
改
革
、
地
方
分
権
改
革
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
民
本
位
の
政
策
を
着
実

に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
招

集
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
20
年
度
愛
南
町
老
人

保
健
特
別
会
計
及
び
一
般
会
計
補
正
予

算
、
県
単
独
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か

ん
が
い
排
水
）・
土
居
地
区
の
実
施
、
柏

崎
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
工

事
請
負
契
約
の
計
４
議
案
が
承
認
・
可

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、新
庁
舎
建
設

計
画
町
民
検
討
委
員
会（
25
名
）の
初
会

合
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
町
民
の
皆
様
の
関
心
も
高

い
た
め
、
初
会
合
で
は
、
事
務
局
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
新
庁
舎
建
設
計
画
の
経
緯

や
町
の
財
政
状
況
等
の
説
明
を
受
け

た
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
意
見

が
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
「
建
設
す

る
」
「
建
設
し
な
い
」
と
い
う
視
点
に
と

ど
ま
ら
ず
、
町
の
中
心
地
域
の
将
来
設

計
、
道
州
制
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応

等
、
総
合
的
な
視
点
で
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
長
に
中
村
威い

久く

男お

さ
ん
、
副
委
員
長
に
徳
岡
朗
あ
き
ら

さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　町では、子育て家庭を支援するため、
10月から緑保育所で一時保育事業を実施
します。保護者の傷病、入院、家族の看
護などの緊急を要するときやパートタイ
ム、集団保育の体験、兄弟の学校行事、
リフレッシュなど、私的な理由でもご利
用になれます。生活の中で、一時保育を
上手に活用してください。

 7/
   14

実施保育所
緑保育所（℡72－0897）  住所：緑乙1514番地
（施設の状況や立地条件等、総合的に判断して実施
保育所を選定しました）

対 象 児 童
保育所に入所していない満１歳から小学校就学前ま
での集団保育可能な児童

利 用 日 数

月15回以内：私的な理由のとき
（パート就労、習い事、買い物、リフレッシュなど）

１ヵ月以内：緊急のとき
（保護者の傷病、入院、家族の看護など）

保 育 時 間
月～金：8時30分～16時30分
土曜日：8時30分～12時30分
（ただし、年末年始・祝祭日・臨時休所を除く）

保 育 料

４時間以上：1,500円
４時間未満：  900円
生活保護世帯：免除
（ただし、給食をとらない場合は250円を減額します）

利 用 登 録

①緑保育所へ面接日予約の電話
②緑保育所へ申請書提出と同時に児童同伴で面接
③審査・決定
④保護者に承諾書等送付（承諾書に「登録番号」を記
載しています）

利 用 申 込

緑保育所に電話し、利用日の予約をしてください。
また、事務手続上「登録番号」をお聞きしますので、
承諾書を紛失しないよう保管してください。なお、
利用日の１ヵ月前から前日までの予約が可能です。

決
さ
れ
ま
し
た
。

　「一時保育」の利用については、事前に申請・登録が必要
です。申請書は、保健福祉課又は各支所住民福祉課、各保育
所・幼稚園に用意しています。詳しくは、保健福祉課児童福
祉係（℡72－1212）に問い合わせください。
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選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

明
る
い
選
挙
、き
れ
い
な
選
挙

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

町
民
課
か
ら

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が

届
き
ま
す
！

企
画
財
政
課
か
ら

「
平
成
20
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
20
年
10
月
19
日（
日
）は

　

愛
南
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
お

出
か
け
の
場
合
は
、
10
月
15
日
か
ら
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
、

選
挙
権
が
あ
る
方
で
、
入
場
券
が
万
一

お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
さ

れ
た
り
し
た
場
合
は
、
入
場
券
が
な
く

て
も
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
の
期
間
と
場
所
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

投
票
日
当
日
は
、
終
了
時
間
を
午
後

７
時
に
繰
上
げ
し
て
い
る
投
票
所
が
18

箇
所
あ
り
ま
す
。
次
の
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
入
場
券
で
確
認
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

期　

間

10
月
15
日（
水
）〜
18
日（
土
）

時　

間

８
時
30
分
〜
20
時

場　

所

愛
南
町
役
場
本
庁

内
海
町
民
会
館

御
荘
支
所

一
本
松
支
所

西
海
支
所

身体障害者手帳

障
害
名

一
級

二
級

三
級

両
下
肢
、
体
幹
、

移
動
機
能
の

障
害

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小

腸
の
障
害

○

－

○

免
疫
の
障
害

○

○

○

戦傷病者手帳

障
害
名

特別項症

第一項症

第二項症

第三項症

両
下
肢
、
体
幹

の
障
害

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小

腸
の
障
害

○

○

○

○

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分

「
要
介
護
５
」

○
内
海
地
域（
柏
地
区
を
除
く
内
海
全
域
）

○
城
辺
地
域（
中
玉
、
脇
本
地
区
）

○
西
海
地
域（
船
越
地
区
を
除
く
西
海
全
域
）

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
又
は
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態

区
分
が
、
次
の
表
に
該
当
す
る
方
は
、

郵
便
等
に
よ
る
自
宅
で
の
投
票
が
で
き

ま
す
。
事
前
に
ご
家
族
の
方
が
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
を
持
参
し
て
証
明
書
の

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会（
℡

７
２
―

１
２
１
１
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

本
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
、

す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど
の

方
に
は
、
直
接
ご
本
人
の
住
所
へ

・
会
社
勤
め
の
方
に
は
、
お
勤
め
の
会

社
を
通
じ
て（
会
社
の
ご
協
力
が
得
ら
れ

た
場
合
）
又
は
直
接
ご
本
人
の
住
所
へ

○
ね
ん
き
ん
記
録
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」

が
な
い
か
十
分
に
ご
確
認
を
い
た
だ

き
、
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
る
場

合
も
、
な
い
場
合
も
、
必
ず
ご
回
答
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
は
、
年
金
記
録

に
も
れ
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
方
で
す
。

・
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す

の
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
結
婚
等
で
氏
名
を
変
更
さ
れ
て
い
る

方
は
、
皆
様
か
ら
の
申
出
に
よ
っ
て
、
記

録
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
住
所
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―

０
５
８
―

５
５
５

月
〜
金
曜
日
は
９
時
〜
20
時

第
２
土
曜
日
は
９
時
〜
17
時

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

○
９
月
18
日（
木
）

　
　

10
時
〜
15
時
30
分

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

10
月
１
日
、
５
年
に
一
度
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も

基
本
的
な
調
査
で
す
。
愛
南
町
で
の
調

査
地
区
は
、
55
地
域
で
無
作
為
に
抽
出
し

た
世
帯（
約
９
４
０
世
帯
）が
対
象
と
な

り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
は
、
９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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学
校
教
育
課
か
ら

教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て

現
職
の
教
員
で
な
い
方
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

生
涯
学
習
課
か
ら

愛
媛
大
学
法
文
学
部
開
放
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
す

生
涯
学
習
課
か
ら

「
愛
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
８
」

を
開
催
し
ま
す
！

総
務
課
か
ら

愛
南
町
臨
時
職
員
を
登
録

制
に
よ
り
募
集
し
ま
す
！

　

教
員
免
許
更
新
制
が
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
教
員
免

許
状
を
お
持
ち
の
方
で
あ
っ
て
も
、
現

在
、
学
校
や
幼
稚
園
に
お
勤
め
に
な
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
免
許
状
更
新
講
習

を
受
講
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
免

許
状
は
失
効
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
満
35
歳
、
45
歳
、
55
歳
で
迎

　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
・
教
育
学
部
で

は
、
平
成
15
年
か
ら
「
四
国
遍
路
と
世

界
の
巡
礼
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
重
ね
、

そ
の
成
果
を
「
愛
媛
大
学
法
文
学
部
開

放
講
座
」
と
い
う
形
で
、
広
く
一
般
の

方
々
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
生
涯
学
習
講
座
と
し

て
、
次
の
日
程
で
本
町
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

え
る
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
に
、

更
新
講
習
を
修
了
し
な
い
と
教
壇
に
立

つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
将
来
、

教
員
と
し
て
お
勤
め
に
な
る
予
定
の
あ

る
方
で
、
満
35
歳
、
45
歳
、
55
歳
で
迎

え
る
年
度
末
ま
で
に
、
更
新
講
習
を
修

了
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
教
員
と
し
て

勤
務
す
る
ま
で
に
30
時
間
以
上
の
講
習

を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
更
新
講
習
は
、
愛
媛
大
学
を

始
め
、
全
国
の
大
学
な
ど
で
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方
に
は
、
こ
の

制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
教
員
免
許
状
は
終
生
有
効
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
教
員
免
許
更
新
制
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

義
務
教
育
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

eh
im
e-c.esn

et.ed
.jp
/g
im
u
/g
im
u
to
p
.

htm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

免
許
更
新
制
に
関
し
て
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
愛
媛
県
教
育
委

員
会
事
務
局
義
務
教
育
課
免
許
学
事
係

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
４
１
・
℻

０
８
９
―

９
３
４
―

８
６
８
４
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月 日 曜 時　間 講　　義　　内　　容

10 18 土
13：30
～

16：00

四国遍路以前－「へち」という
言葉をめぐって－
四国遍路の成立について

11 22 土
13：30
～

16：00

中世の寺社参詣と地域権力
モンゴル時代の旅行とチベッ
ト巡礼

12 13 土
13：30
～

16：00

古代ギリシアのエピダウロス
巡礼－アスクレピオスの治療
祭儀－
なぜ、いつから白装束か
－遍路と巡礼の図像学－

※講義内容に関しましては、先生の都合により変更さ
れる場合があります。

●
参
加
申
込

　

参
加
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
込
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

９
月
26
日（
金
）

●
講
師

　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
・
教
育
学
部
教
員

●
注
意
事
項

　

会
場
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
募
集
人
員
数
に
よ
っ

て
、
会
場
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
４
日（
土
）13
時
〜

場
所

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

60
ｍ
走
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
、
一
輪
車
競
争
な
ど
10
種
目

申
込
期
限　

９
月
22
日（
月
）

そ
の
他　

各
種
目
に
は
、
参
加
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
出
場
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
生
涯
学
習
課
（
愛
南
体
協
事
務

局
７
３
―

１
１
１
１
）
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、
愛
南
町
で
臨
時
職
員
と
し

て
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
あ

ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種
や
勤
務
時
間

等
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
「
臨
時
職
員

登
録
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
各
業
務
の
必
要
に
応
じ
て

臨
時
職
員
を
採
用
す
る
た
め
、
登
録
さ
れ

た
方
が
す
べ
て
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
勤
務
条
件
及
び
申
込

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課（
℡
７
２

―

１
２
１
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

「
４
・
５
級 

第
６
回
船
舶

職
員
養
成
研
修
」を

開
催
し
ま
す

商工観光課から

私の愛南大漁まつり！

商
工
観
光
課
か
ら

「
多
重
債
務
者
向
け
無
料
相

談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す

総
務
課
か
ら

長
胴
太
鼓
を「
宝
く
じ
助
成

金
で
整
備
」！

　７月23日に「愛南大漁まつり２００８フォト

コンテスト」の審査会を行い、次のとおり入賞

作品が決定しましたのでお知らせします。計12

名の応募があり、どの作品も、イベント会場の

楽しさが伝わる素晴らしい作品ばかりでした。

愛南大漁まつり２００８フォト
コンテスト審査結果（応募総数23点）

金賞に輝いた吉村昌也さんの「僕ら三人力！」

期　

日　

10
月
３
日（
金
）　

10
時
〜

場　

所　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

　
　
　
　

（
愛
南
町
船
越
４
７
１
番
地
）

対
象
者　

雇
用
及
び
離
職
し
た
船
員

講
習
科
目　

航
海
科
、
機
関
科

募
集
人
員　

各
科
25
名

講
習
期
間　

10
月
３
日（
金
）〜

　
　
　
　
　

12
月
１
日（
月
）

試
験
期
日　

12
月
２
日（
火
）　

９
時
〜

試
験
場
所　

宇
和
島
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

受
講
料　

無
料

申
込
期
日　

９
月
30
日（
火
）、た
だ
し
、

　
　
　
　
　

定
員
に
達
し
次
第
、
締
切

　
　
　
　
　

り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

住
民
票
の
写
し
２
通

（
本
籍
地
記
載
の
も
の
で
、
６
ヵ
月
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）、
船
員
手
帳
、

海
技
免
状
（
受
有
者
の
み
）、
乗
船
履
歴

証
明
書
、
写
真
（
タ
テ
３
㎝
×
ヨ
コ
３

㎝
、
ス
ピ
ー
ド
写
真
は
不
可
）
航
海
科

９
枚
・
機
関
科
７
枚
、
印
鑑

申
込
先
等

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
船
舶

職
員
養
成
講
習
所
（
℡
＆
℻
８
２
―

０
２
２
２
）へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
等
は
、
要
請
が
あ
れ
ば
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
船
舶
養
成
講
習
所
へ
も

宿
泊
が
可
能
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
実
施
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
主
催
の
無
料
免
許
講

習
は
、
船
員
保
険
加
入
者
（
任
意
継
続

者
を
含
む
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
実
施
機
関
に
よ
っ
て
は
、
定
員
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者
が

少
な
い
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

多
重
債
務
者
の
債
務
整
理
等
を
支
援

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
南
予
地

方
局
総
務
県
民
部（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
12
日（
金
）10
時
〜
16
時

場
所　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
の
補
助
を
受
け
、 

長
月
第
３
地
区

の
納
涼
大
会
や
盆
踊
り
等
、
地
区
行
事

に
使
用
す
る
太
鼓
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
『
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
』
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
や
自

治
意
識
の
高
揚
を

め
ざ
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
直

接
必
要
な
施
設
又

は
設
備
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

佳
作
佳
作
佳
作
銅
賞
銀
賞
金
賞
賞
別

山
本　

泉（
松
山
市
）

宮
岡
義
明（
内
子
町
）

浦
田
耕
作（
宇
和
島
市
）

岡
田
輝
夫（
西
予
市
）

濱
本
秀
雄（
愛
南
町
）

吉
村
昌
也（
兵
庫
県
）

撮　

影　

者

大
漁
だ
重
た
い
よ
!!

い
き
い
き
ピ
チ
ピ
チ

今
日
は
大
漁

お
父
さ
ん
大
物
だ
ね

タ
イ
漁
だ
ぁ
！

僕
ら
三
人
力
！

作　

品　

名
銀賞に輝いた
濱本秀雄さんの
「タイ漁だぁ！」
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　

こ
ん
に
ち
は
」！

435

500
450
400
350
300
250
200
150
100
50
0

（人）

がん 心疾患 脳血管疾患

267 246

保健福祉課から

受けましょう がん検診！

　

愛
南
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
環
境
科
学
研
究
部

門
の
高
木
基も

と

裕ひ
ろ

で
す
。
私
が
今
、
こ
う

し
て
愛
南
町
に
い
る
の
は
、
少
年
の
頃

に
ス
ー
パ
ー
の
熱
帯
魚
売
場
に
い
た
一

匹
の
さ
か
な
と
目
が
合
っ
て
心
奪
わ

れ
、
そ
れ
以
来
、
さ
か
な
の
虜
に
な
っ

た
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
何
の
た
め

ら
い
も
な
く
大
学
で
は
水
産
系
の
学
科

に
進
学
し
、
魚
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
当
初
、
さ
か
な
の
個
体
ご

と
の
行
動
（
マ
ダ
イ
の
な
わ
ば
り
行

動
）
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
個
体
の
研
究
か
ら
、
研
究
対
象

を
よ
り
多
く
の
個
体
（
個
体
群
）
へ
と

移
し
、
個
体
群
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特

性
の
共
通
点
と
違
い
に
つ
い
て
遺
伝
的

観
点
か
ら
研
究
し
、
天
然
魚
の
系
群
解

析
（
生
息
す
る
水
域
に
よ
っ
て
同
種
の

個
体
群
が
遺
伝
的
に
異
な
れ
ば
、
違
う

漁
業
資
源
と
し
て
保
全
す
る
必
要
が
あ

る
）・
養
殖
魚
の
系
統
管
理
（
成
長
が
よ

い
・
病
気
に
強
い
系
統
の
選
択
）・
放
流

魚
の
遺
伝
的
多
様
性
管
理
（
遺
伝
的
に

近
い
親
類
縁
者
ば
か
り
を
天
然
に
放
流

し
て
は
な
ら
な
い
）
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
（
個
体
に
よ
っ
て

遺
伝
子
型
が
異
な
る
現
象
）
を
用
い
て

研
究
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
集
団
遺
伝
学

的
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
素
晴
ら
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
ち
、
生
き
物
の
宝
庫

で
あ
る
愛
南
町
の
海
洋
環
境
と
生
物
の

関
連
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
生

物
の
も
つ
特
徴
と
い
う
の
は
、
先
に
述

べ
た
遺
伝
に
よ
る
差
だ
け
で
決
ま
る
の

で
は
な
く
、
と
り
か
こ
む
環
境
の
差
に

も
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
す
（
例
：
一

卵
性
の
双
子
も
長
年
の
間
に
顔
が
違
っ

て
き
ま
す
）。
そ
の
よ
う
な
、
研
究
で
得

た
成
果
を
水
産
業
や
環
境
保
全
、
環
境

教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
発

信
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

現
在
、
私
は
愛
南
町
に
常
駐
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
こ
の
顔

を
み
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高木基
もと

裕
ひろ

さん

　がんは死亡原因の第１位です。

肺がん 45.9 

乳がん 28.3 

大腸がん 28.2 

前立腺がん 26.8 

子宮がん 21.0 

胃がん 17.0 

愛南町では、次のがん検診を行っています。検診は、すべて無料です。

検診の種類 対象年齢 検査方法

肺がん

40才以上

胸部Ｘ線撮影
胃がん バリウムによるＸ線撮影
大腸がん 便潜血反応検査（便を２日分容器に採取し、提出）

乳がん（マンモグラフィ） 乳房Ｘ線撮影（上下・左右の２方向をはさんで撮影）
子宮がん 20才以上 細胞診（子宮入口の細胞を綿棒でこする簡単な検査）
前立腺がん 50才以上 血液検査（腫瘍マーカーPSA測定）

死亡要因の高いものは？

子宮がん・胃が
ん検診の受診率
が低くなってい
ます

５人に１人は
胃がんです

　がんは、予防や治療ができる病気です。がん検診で早期に発見し、適切な治療をすることによっ

て、治る可能性が高くなりますので、年に一度は「がん検診」を受けましょう。

　愛南町では、４人に１人が

『がん』で亡くなっています

がん検診受診率（％）〈平成19年度〉
　平成10年から14年の５年間に、死亡者数１，６８１名
中４３５名の方が「がん」で亡くなっています。
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保
健
福
祉
課
か
ら

愛
南
町
療
育
連
絡
会
を

紹
介
し
ま
す

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

農
林
漁
業
体
験
指
導
者
育
成

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

町
民
課
か
ら

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の

申
請
が
始
ま
り
ま
す

環
境
衛
生
課
か
ら

９
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
療
育
を
必
要
と

す
る
お
子
さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、

み
ん
な
が
地
域
で
支
援
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
療
育
連
絡
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
、
療
育
の
必
要
な
お

子
さ
ん
と
保
護
者
、
保
健
・
医
療
・
福

　

愛
南
町
で

は
、
平
成
18
年

度
か
ら
、
美
し

い
自
然
環
境
や

地
場
産
業
等
を

活
用
し
た
「
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
を
更
に
進
展
さ
せ
る
に

は
、
町
の
魅
力
を
都
市
住
民
に
伝
え
る

こ
と
の
で
き
る
「
体
験
指
導
者
の
育

成
」
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ

　

愛
媛
県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
、

10
月
６
日
か
ら
本
町
で
、
旅
券
申
請
事

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旅
券

申
請
に
つ
い
て
は
、
本
庁
町
民
課
で
利

　

３
日
・
10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
10
時

10
月
の
引
取
日
は
、

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ

こ
で
、
次
の
と
お
り
農
林
漁
業
体
験
指

導
者
育
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

９
月
25
日（
木
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

　

講
師
に
、
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性

化
機
構
の
吉
岡
靖
二
さ
ん
を
招
き
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
礎
知
識
や

体
験
指
導
者
と
し
て
の
手
法
を
学
習
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
役
場

本
庁
又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月

か
ら
野
良
犬
・
野
良
ね
こ
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
無
料
で
行
い
ま
す

が
、
飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
引
取
り

に
つ
い
て
は
、
有
料
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

祉
・
教
育
等
の
関
係
者
が
気
軽
に
意
見

交
換
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

確
認
が
で
き
、
困
っ
た
時
に
相
談
の
で

き
る
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
各
機
関
が
ど
ん
な
役
割

を
担
え
ば
良
い
の
か
を
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
「
子
ど
も

の
障
害
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
参
加

者
か
ら
は
「
周
囲
の
理
解
を
得
る
た
め

に
は
、
ま
ず
地
元
に
子
ど
も
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
思
い
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
話
し

合
っ
た
意
見
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
保
護
者
の
方
や
支
援
す
る
関
係
者

が
集
い
、
療
育
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち

を
「
み
ん
な
で
支
援
で
き
る
地
域
」
を

め
ざ
し
、
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

用
で
き
ま
す
。

○
申
請
で
き
る
方　

町
内
に
住
所
を
有

す
る
方
又
は
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
受
付
時
間

　
　

申
請　

８
時
30
分
〜
17
時

　
　

交
付　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
町
民
課（
℡

７
２
―

７
３
０
０
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（９月）

各種健（検）診

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

9月17日 水 平山集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

9月18日 木 長崎集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸・前立腺
肝炎検査

9月26日 金 中泊集会所   ８：００～１１：００

胃がん検診 9月  4日 木 久良ふるさとセンター   ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

9月  9日 火 一本松保健センター １２：３０～１４：３０

9月11日 木 深浦公民館 １３：００～１４：３０

9月12日 金 東海公民館 １３：００～１４：３０

9月17日 水 僧都ふれあい交流館 １３：００～１４：３０

9月18日 木 緑基幹集落センター １３：００～１４：３０

9月22日 月 城辺保健福祉センター １３：００～１４：３０

9月30日 火 久良ふるさとセンター １３：００～１４：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険機関から発行された特定
健診受診券と健康保険証をお持ちください

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 9月  2日 火

城辺保健福祉センター

平成２０年２月１日～
３月３１日生

５歳児健診 9月30日 火
平成１５年６月１日～
７月３１日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 9月  5日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 9月  8日 月 内海保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 9月  9日 火
西海支所２階親子
ふれあい交流室

  ９：３０～１１：３０

みなみっ子 9月22日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 9月24日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 9月19日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

両親学級
「かるがも教室」

9月25日 木 城辺保健福祉センター
１４：００～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

9月25日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
0
本
、

　
　

お
め
で
と
う
！

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、
む

し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
７
月
１
日
に
実
施
し
ま

し
た
５
歳
児
健
康
診
査
で
は
、
30
名
の

受
診
者
の
う
ち
９
名
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。 

　

大　

戸　

瑞み
ず　

貴き 

く
ん  

御
荘
平
城

  

白　

石　

幸こ
う　

誠せ
い 

く
ん  

御
荘
平
城

  

大　

塚　

貴た
か　

耀あ
き 

く
ん  

御
荘
平
城

  

松　

本　

寧ね　

音ね 

さ
ん  

御
荘
長
月

  

岡　

原　

光こ
う　

希き 

く
ん  

広　
　

見

 

立　

花　

優ゆ　

芽め 

さ
ん  

城

辺

甲

 

徳　

川　

真ま
な　

佳か 

さ
ん  

城

辺

乙

 

松
比
良　

知ち　

怜さ
と 

さ
ん  

蓮

乗

寺

 

西　

田　

愛あ
い　

果か 

さ
ん  

城

辺

乙
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

９・１０月行事予定表

第１日曜日   7日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日 14日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

敬 老 の 日 15日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第３日曜日 21日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2111

秋 分 の 日 23日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

第４日曜日 28日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

９月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

9/26

10/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

9/24

10/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

9/22

10/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

9/18

10/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

9/16

10/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満

倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

9/11

10/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

9/9

10/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

9/5

10/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

9/3

10/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

9/1

10/1

９、１０月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場所

3 水 13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

5 金   8：00～13：00
子育て支援センター
「こあら」

御荘保育所

7 日

  8：30～17：30 町総合防災訓練
東海・深浦
満倉地区

  8：30～14：00 どろんこサッカー大会
篠山小中学校
体育館横の田

10 水

  9：30～16：30
愛媛スポレク祭
クロッケー予選会

南レク御荘
多目的広場

13：00～15：00 行政相談
御荘文化セ
ンターほか

11 木 10：00～16：00
平成20年第3回

愛南町定例議会（初日）
本庁舎議場

13 土   9：30～15：00 愛南ウォッチング 緑・久良地区

16 火
10：00～19：00 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

19：30～21：00 同和問題基礎講座③ 御荘文化センター

17 水
  8：30～13：00 町老連クロッケー大会

南レク城辺多目
的グラウンド

10：00～19：00 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

18 木 10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

19 金 10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

20 土 11：00～20：30
スキューバダイビング

交流会
鹿島・宇和海
海中公園

21 日   9：30～15：00
スキューバダイビング

交流会
鹿島・宇和海
海中公園

23 火   9：00～15：00
第4回愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松交流
促進センター

24 水 13：00～17：00
町老連グラウンド
ゴルフ大会

南レク御荘
グラウンド

25 木 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座④ 御荘文化センター

愛いっぱい愛南産直市
９月16日（火）～22日（月）

時間  10：00～19：00　場所  三越松山店

１０月

9 木 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座⑤ 御荘文化センター

12 日   8：30～17：00
町スポーツ少年大会
ソフトボール競技

あけぼの
グラウンド

15 水

13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

13：00～15：00 行政相談
御荘文化セ
ンターほか

「集落を消滅させないために、今!」
シネマ上映会＆講演会を開催します

日　時　９月29日（月）　18時20分
場　所　DE・あ・い・21　
内　容　映画「寒川」上映　
講　演　「これからの農山村－担い手・消費者・

ムラのゆくえ－」
講　師　熊本大学文学部総合人間学科
　　　　徳野　貞雄 教授
参加費　１,０００円
問い合わせ　DE・あ・い・21
　　　　　　（℡０８９５－８５－１０２１）
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ城辺

保育所

久良
保育所

緑
保育所

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００
園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内
７３－２２８８

※詳しくは「こぶた通信」記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

●運動会ごっこ
30日(火)10:30～                 
はまゆう乳幼児保
育所

●12日(金)・26日(金)は夢
創造館で9:00～14:00に実
施します。
●12日(金)は「赤十字幼
児安全法講習会」10:00～
11:00があります。

●9日(火)世代間交流があ
ります。
●10日(水)出張ひろばわん
ぱくがあります。
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「愛南のしずく」が決定!

に け ー し ょ ん
8/1

　愛南町をイメージしたオリ

ジナルデザインの真珠製品

を作成して、町を広く全国

にPRしようと「愛南のし

ずく(真珠の輝き)コンペ」

が、DE・あ・い・21で行われ、

最優秀作品に東京都文京区の向井さやか

さんの「umi」が選ばれました。同作品は、

携帯ストラップとして平成21年の成人式で

新成人の方に贈られます。また、若い世代

に真珠製品をPRしようと、愛媛大学の学

生(32名)に最終審査を行ってもらいまし

たが、一点一点を手にとって丁寧に審査を

されていました。また、審査の前には、真

珠を使った携帯ストラップづくりや真珠の

玉入れ(挿核)作業にも挑戦し、農学部2年

の上田瑞穂さんは「両手を駆使した細か

な作業が難しかったが、いい思い出になっ

た」と話していました。

8/8・9 避難所生活を体験!
　東海小学校で、児童や保護者、地区住民、約50名が
参加して、南海地震を想定した津波からの避難や炊き
出し、宿泊等の各種防災訓練が、1泊2日で行われまし
た。
　避難訓練では、同校から避難場所まで、目・耳・足の
不自由な方の介助をしたり、避難経路の危険箇所調査
が行われました。また、避難所を想定した体育館では、
消防署員から、非常食の作り方や負傷者への応急措置
法など、参加者にとって、身近な生活環境を通じて災害
への備えを学ぶ機会となったようです。

8/10 虹の灯り
　須ノ川公園で、ヒオウギ貝を飾り付けた
特製のキャンドル、1,000個の幻想的な灯り
を楽しむ「虹の灯りプロジェクト’08」が行わ
れました。当日は、約100名の親子連れが、
楽しそうに手作りキャンドルを作っていま
した。また、日が暮れ始めた午後5時過ぎ
から、同公園の芝生広場では、愛南音遊プ
ロジェクト(6バンド)が生演奏を披露するな
ど、まるで南国リゾートにいるような心地よ
さを感じる一日となりました。

最優秀作品「umi」
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明るい社会を創ろう

愛 南 こ み ゅ
7/1

　南宇和保護司会が久良小学校で「社会を明る
くする運動」についての学習会を行い、児童からは
「ぼくたちにできることはありますか」など、積極
的な意見が多く出され、誰もが安心して暮らせる愛
南町づくりを考える機会となりました。この運動
は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会
を築こうとするものです。今後、社会の中でこの運
動が浸透していくことを期待したいと思います。

7/26・27 南海地震に備えて
　長月小学校で、児童や保護者、教職員、陸上自衛隊等、約
110名が参加して、1泊2日の防災キャンプが行われました。こ
のキャンプは「南海地震」をテーマに、身近な生活環境の中
での危険性を探し、自分たちで考え、行動することの大切さ
を親子で学ぼうと、同小PTAの愛護班活動として行われたも
のです。訓練では、自衛隊員の指導の下、危険箇所調査や避
難生活を想定したテントの張り方、炊き出しなどが行われ、
親子や友人との絆が深まった訓練となったようです。

ふるさとの海を満喫7/27

　サンゴの群生などを見ることができる須ノ川海
岸で、地域の豊かな自然を体験しようと、柏小学校
の全校児童やPTAが参加して「海の学習」が行われ
ました。この行事は、同校が6年前から取り組んで
いるもので、この日を楽しみにしていた子どもたち
は、スノーケリングやシーカヤックで、ふるさとの
海を満喫していました。

7/26 実験って、面白いね
　御荘文化センターで、不思議
科学体験「わくわく科学実験
ショー」があり、小中学
生や保護者など約400
名が、科学の不思議な
世界を楽しみました。
会場では、空気のパワー
を活かした巨大空気砲や空気
の重さ実験「巨大風船まき」な
どのサイエンスショーが繰り広
げられ、子供たちも目を輝か
せ、飛び上がって喜んでいまし
た。 サイエンスプロデューサーの杉木優

まさ

子
こ

さん
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
剣
道
の
理
念
を
求
め
、
競
う
!

8/
　3

　

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
、
約
70
チ
ー
ム
、
計
5
0
0
名
が
参
加
し
て
「
第
25
回
四
国
西
南
地
区
少
年

剣
道
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
、
猛
暑
を
も
の
と
も
せ
ず
、
大
き
な
声
で
試
合
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

●
個
人
戦 

○
小
学
生
男
子
の
部　

   

1
位 

二
神
健け

ん

（
一
本
松
剣
道
会
）、
2
位 

中
井
貴た

か

ゆ

き之
（
一
本
松
剣
道
会
）

                              

3
位 

二
神
大ひ

ろ

や也
（
一
本
松
剣
道
会
）

○
小
学
生
女
子
の
部　

   

1
位 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）、
2
位 

佐
野
華か

お

り織
（
平
城
剣
道
会
）

                              

3
位 

松
田
華か

な

え苗
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）

○
中
学
生
男
子
の
部　

   

3
位 

入
江
刀と

う

ま麻
（
城
辺
中
）

○
中
学
生
女
子
の
部　

   

3
位 

瀧
口
華は

な

（
城
辺
中
）、
上
田
悠ゆ

う

き貴
（
城
辺
中
）

●
団
体
戦

○
小
学
生
低
学
年
の
部　

1
位 

城
辺
・
久
良
連
合

○
小
学
生
高
学
年
の
部　

2
位 

一
本
松
剣
道
会
A

○
中
学
生
男
子
の
部      

2
位 

一
本
松
中
学
校

○
中
学
生
女
子
の
部      

1
位 

一
本
松
中
学
校
、
2
位 

城
辺
中
学
校

●
南
宇
和
剣
道
会
長
賞　

小
学
生 

二
神
健け

ん

（
一
本
松
剣
道
会
）

全国大会に出場した宮本真
ま い

衣さん

さ
あ
、
国
立
競
技
場
だ
!

7/
　19

小学生低学年の部 1 位　 城辺・久良連合

　

松
山
市
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
「
第
24
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
愛
媛
県
予
選
会
」
が

行
わ
れ
、
見
事
、
1
0
0
m
5
年
女
子
の
部
で
、
一
本
松
小
5
年
の
宮
本
真ま

い衣
さ
ん
が
優
勝
し
、
高
校

サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
で
も
あ
る
国
立
競
技
場
で
の
全
国
大
会
（
8
/
29
・
30
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
愛
媛
県
予
選
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
1
0
0
m
5
年
女
子
の
部 　
　
　

 

1
位 

宮
本
真ま

い衣
（
一
本
松
小
５
年
）、
2
位 

平
尾
真ま

な奈
（
平
城
小
５
年
）

○
女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
の
部 

2
位 

佐
野
華か

お

り織
、
小
田
原
瑞み

ず

き希
（
平
城
小
6
年
）、
平
尾
真ま

な奈
（
平
城
小
5
年
）

                                            

宮
本
真ま

い衣
（
一
本
松
小
5
年
）、
加
藤
雛ひ

な

こ子
（
東
海
小
6
年
）

中学生女子の部 1 位　 一本松中学校
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元気いっぱい！元気いっぱい！
　

南
レ
ク
城
辺
公
園
芝
球
技
場
ほ
か
で
、
小
学
4
年
生
以
下
・
6
年
生
以
下
（
7
/
19
・
20
、
30
チ
ー
ム
）
、
中
学
2
年
生
以
下
（
7
/
26
・
27
、
8

チ
ー
ム
）
、
高
校
（
8
/
8
〜
10
、
6
チ
ー
ム
）
の
各
部
に
、
県
内
外
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
「
愛
南
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
8
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
小
学
4
年
生
以
下
の
部 

1
位 

喜
多
（
大
洲
市
）
、
2
位 

八
幡
浜

○
小
学
6
年
生
以
下
の
部 

1
位 

旭
（
高
知
市
）
、
2
位 
石
井
（
松
山
市
）

○
中
学
2
年
生
以
下
の
部 

1
位 

滝
尾
中
（
大
分
県
）
、
2
位 

御
荘
中

○
高
校
の
部                

1
位 

佐
賀
東
高
校
、
2
位 

大
分
高
校
、

                               

3
位 

松
山
北
高
校
、
4
位 

初
芝
橋
本
高
校
、

                               

5
位 

南
宇
和
高
校
、
6
位 

宮
崎
工
業
高
校

競
技
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
!

中谷真
ま こ

子さん

選手宣誓をする菊池祐
ゆ う き

希くん
（城辺中２年）

晴
れ
の
舞
台
で
、
輝
こ
う
!

8/
　7

　

城
辺
中
学
校
剣
道
部
、
中
谷
真ま

こ子
さ
ん
（
3
年
）
が
「
第
38
回
全
国
中

学
校
剣
道
大
会
愛
媛
県
予
選
」
個
人
戦
の
部
で
準
優
勝
し
、
富
山
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
（
8
/
21
〜
23
）
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校

陸
上
部
の
入
江
龍

り

ゅ

せ

い星
く
ん
（
2
年
）
が
「
第
54
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
大
会
愛
媛
県
大
会
」
（
7
/
5
・
6
）
8
0
0
m
の
予
選
で
、
2
分
1

秒
79
の
タ
イ
ム
で
標
準
記
録
を
突
破
し
、
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
（
8
/
19
・
20
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

入江龍
りゅうせい

星くん

小学 6年生以下の部

高校の部
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心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委員
が相談をお受けします。（事前予
約が必要）
  ９月９日
　14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が日
常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  ９月１３日・２４日
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

◆
西
海
俳
句
会

星
祭
り
遠
き
思
い
出
持
ち
よ
り
て 

夏
磯
の
昔
を
想
ふ
む
な
し
さ
よ　
　
　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

教
わ
る
る
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
の
花
こ
と
ば　
　
　

吉
田　

朝
子

照
坊
主
吊
れ
ど
詮
な
い
梅
雨
し
と
ど　
　
　
　

利
根
早
智
江

夏
の
朝
ま
ず
ジ
ュ
ー
サ
ー
に
ス
イ
ッ
チ
オ
ン　

吉
田　

寅
恵

烏
賊
漁
の
戻
り
の
船
か
夏
の
夜　
　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
俳
句
会

た
つ
ぷ
り
と
打
水
の
風
生あ

れ
に
け
り　
　
　
　

菊
池　

靜
子

威
お
ど
し

銃
大
字
小
字
揺
り
と
お
し　
　
　
　
　
　
　

尾
崎　

松
惠

長
き
髪
ゆ
れ
て
真
つ
赤
な
夏
帽
子　
　
　
　
　

山
本　

金
子

奥
宮
へ
つ
づ
く
鳥
居
や
秋
の
声　
　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

み
ど
り
透
く
鎌
を
か
ざ
し
て
子
蟷
螂　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

木こ

下し
た

闇や
み

子
鹿
一
瞬
し
ゅ
ん

耳
を
立
て　
　
　
　
　
　
　

山
口　

和
子

十
じ
ゅ
う
や
く
薬
や
メ
タ
ボ
検
診
今
年
よ
り　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

滝
落
ち
て
岩
肌
白
き
音
滑す
べ

る　
　
　
　
　
　
　

山
口 
 　

菫
す
み
れ

朝
焼
け
や
帆ほ
ば
し
ら柱
は
ま
だ
船ふ
な

溜だ
ま

り　
　
　
　
　
　

浜
野　

康
子

初
蝉
へ
駆か

け
来く

少
女
の
補ほ
ち
ゅ
う
も
う

虫
網　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

鰯い
わ
し
ぐ
も
あ
り
そ

雲
荒
磯
の
は
て
の
海
の
紺こ
ん　
　
　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

向
き
合
い
て
黙
っ
て
啜す
す

る
と
こ
ろ
て
ん

心
太　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

後あ
と
す
さ退
り
つ
つ
天て
ん
ぐ
さ草
を
老
女
干
す　
　
　
　
　
　

大
西　

邦
彦

心
と
こ
ろ
て
ん
太
い
つ
か
話
の
食
違
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

風
の
道
変
わ
り
風
鈴
鳴
り
止
み
ぬ　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

五ご

線せ
ん

譜ふ

を
は
み
出
す
余よ

韻い
ん

遠と
お

郭か
っ
こ
う公　
　
　
　
　

山
岡　

桑
史

◆
み
な
み
う
わ
句
会

夏
山
や
頂
踏
め
ば
未
知
の
国　
　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

お
日
様
の
落
物
ら
し
ト
マ
ト
食
む　
　
　
　
　

木
村　

智
子

涼
風
を
受
け
て
明
日
の
力
と
す　
　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

観
覧
船
酔
い
て
海く

ら

げ月
と
な
り
し
ま
ま　
　
　
　

若
林
八
重
子

誕
生
日
打
水
も
す
み
恙
つ
つ
が
無
し　
　
　
　
　
　
　

田
口　

ひ
さ

国
道
の
炎
暑
背
負
い
て
徒
歩
遍
路　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

夕
顔
の
開
く
音
か
と
ふ
り
返
り　
　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

会
食
の
窓
開
け
放
つ
海
夕
焼　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

遙
か
な
り
亡
父
の
好
み
し
夏
大
根　
　
　
　
　

猪
野　

舟
水

朝
顔
の
影
揺
れ
て
お
り
青
畳　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

◆
御
荘
短
歌
会

訪
ふ
人
の
稀
に
な
り
た
る
馬
瀬
山
の
直
ぐ
立
つ
塔
に
霧
た
ち
昇
る　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

母
に
代
り
我
に
気
配
り
く
だ
さ
り
し
義
姉
は
天
寿
を
終
へ
て
逝
き
ま
す　
　

市
川
コ
マ
ヱ

足
の
痛
み
は
つ
い
に
言
わ
ず
に
電
話
切
る
わ
が
声
を
元
気
と
喜
ぶ
娘
に　
　

斉
藤
ト
ミ
子

夏
草
に
負
け
て
は
百
姓
は
出
来
ぬ
と
い
い
お
り
し
父
の
命
日
近
し　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

銀
婚
の
記
念
に
夫
の
買
ひ
し
指
輪
身
に
つ
け
る
度
あ
の
頃
を
偲
ぶ　
　
　
　

佐
藤　

久
子

「
耳
か
し
て
」
と
内
緒
話
す
る
幼
児
の
温
か
き
息
耳
を
擽
く
す
ぐ

る　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
項
目

資　
　

格

受
付
期
間

第
一
次
試
験
日

看
護
学
生

高
卒
（
見
込
含
）

24
歳
未
満
の
方

９
月
８
日
〜

９
月
30
日

10
月
25
日

防
衛
大
学
校
学
生

11
月
15
日
・
16
日

防
衛
医
科
大
学
学
生

11
月
１
日
・
２
日

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

４
０
７
４
）

又
は
総
務
課
（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

鬼
北
町
近
永
愛
児
園
で
「
第
24
回
竹
の
子
川
柳
大
会
」
が
あ
り
、

当
日
発
表
さ
れ
た
特
別
題
「
正
面
」
一
般
の
部
で
、
本
多
一
会
さ
ん

の
『
正
面
で
値
踏
み
さ
れ
て
る
見
合
席
』
が
入
選
し
ま
し
た
。
現

在
、
近
永
愛
児
園
は
、
養
育
困
難
、
虐
待
な
ど
様
々
な
理
由
で
、
３

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
が
入
所
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流

事
業
を
通
じ
、
健
や
か
な
児
童
の
成
長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
文
、
橋
本
百も
も

代よ

編
集
委
員
、
写
真
、
近
永
愛
児
園
提
供
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
媛
県
警
察
官
募
集（
高
校
卒
程
度
）

の
お
知
ら
せ
！

（７月受付分）

（７月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
愛
南
警
察
署
か
ら

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

【
利
用
で
き
る
方
】　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
、
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
の
方
で
、
給
与
所
得

者
の
方
は
、
世
帯
の
年
間
収
入（
所
得
）が
９
９
０
万
円

以
内
、
事
業
所
得
者
の
方
は
、
世
帯
の
年
間
所
得
が

７
７
０
万
円
以
内
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
融
資
額
】　

学
生
・
生
徒
１
名
あ
た
り
２
０
０
万
円
以
内

【
利　

率
】　

年
２·

６
５
％（
平
成
20
年
８
月
13
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】
10
年
以
内（
母
子
家
庭
・
交
通
遺
児
家
庭

の
方
は
、
１
年
の
延
長
が
可
能
）

お
知
ら
せ

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
及

び
国
際
協
力
銀
行
が
統
合
し
「
株
式
会
社
日
本
政
策

金
融
公
庫
」
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
10
月
以
降
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

の
世
帯
の
年
間
収
入（
所
得
）の
上
限
額
が
引
下
げ
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
宇
和

島
支
店
に
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
宇

和
島
支
店（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
７
６
６
）へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　整形外科 

中村　篤
あつ

志
し

　先生

　こんにちは。今年の４月から県立

南宇和病院の整形外科に勤務するこ

とになりました中村といいます。昨

年までは、愛媛大学で２年間研修医

として勤務していました。

　さて、整形外科は、膝、腰、肩の

痛みをはじめ、全身の関節や筋肉の

疾患を専門としています。関節、筋肉の痛みでお困りの方は、

ぜひ一度ご相談にいらしてください。当院は、地域密着型の

医療をめざしていますので、気軽に足を運んでほしいと思いま

す。また、皆さんのご意見をいただきながら、より良い医療と

は何かを考えていきたいと思っていますので、よろしくお願い

いたします。

試
験
日　

10
月
19
日（
日
）

受
付
期
間　

８
月
27
日
〜
９
月
16
日

受
験
資
格

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
の
間

に
生
ま
れ
た
方
（
大
学
卒
業
又
は
大
学
卒
業
見
込
者

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
愛
南
警
察
署
会
計
課

（
℡
７
２
―

０
１
１
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　皆さんも、北京オリン

ピックで活躍する選手の姿

に釘付けになったことと思

います。私も、連日のよう

に伝えられる日本チームの

活躍に一喜一憂し、自国を

強く意識するとともに、改

めてスポーツの素晴らしさ

に感動を覚えました。

　さて、お盆を過ぎても、

残暑の厳しい日々が続いて

います。体調管理等、十分

に気を付けていきたいと思

います。

　今号では、御荘と城辺の

夏まつりを統一した「愛南

町夏まつり」を掲載しまし

たが、皆さんは、どんな印

象を持たれたでしょうか。

「寂しかった。いや、良かっ

た」など、様々な意見はあ

るでしょう。何れにせよ、

今後、町内外の方が行って

みたいと思えるような「夏

を代表するイベント」とな

るよう願っています。

　このほか、暮れゆく風景

を楽しみながら、ゆったり

とした時間を過ごそうと

「虹の灯りプロジェクト’

08」が行われましたが、見

過ごしがちな見慣れた風景

の良さに気付かれた方も多

かったのではないでしょう

か。

　時には、このような機会

を通じ「ゆっくり、のんび

り」した心持ちで、明日へ

の英気を養いたいもので

す。

　増田地区安養寺境内で、愛媛県無形民俗文化財に

指定されている「花とり踊り」が披露されました。

この踊りは、400 年以上の歴史があり、同寺に祭ら

れている「高山尊神への奉納」と、イノシシ退治で

犠牲になった「ちよぼし弥三郎兄弟への供養」「地

区の安全祈願」のために行われています。

愛南町の人口
（平成２０年８月１日現在）

世帯数　11,092 戸　
人口　   26,391 人
　男　   12,330 人
　女      14,061 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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